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各委員会は担当する課題について、
さまざまな調査・研究を行い、市政
に反映させていきます委 員会行政視察レポート

OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
委員会行政視察レポート 代表質問

　那覇市では「性の多様性を尊重する都市・なは宣言」をはじ
めとする取り組みと、その中心として活動する「なは女性セン
ター」を視察し、琉球大学では、法律の専門家として那覇市と
協定を締結し、法的アドバイスを行っている状況を調査しまし
た。また、性の多様性に詳しい琉球朝日放送の記者や、ＬＧＢ
Ｔ、性同一性障害等の当事者などに経験談や意見を聞くなど、
性の多様性尊重のための調査を集中的に行いました。

多様性のある社会実現調査特別委員会　

　長岡市では、若者自らが長岡市で暮らしたくなる、働きたく
なる取り組みを議論する場として設立された「ながおか・若
者・しごと機構」と移住・定住支援について調査し、岡山芸術
交流と同時期に初めて国際芸術祭を開催しているさいたま市で
は、さいたまトリエンナーレ2016を視察しました。
　また、ムスリム観光客の誘致等を推進している千葉市では、
海外集客プロモーションについて調査しました。

岡山市へ人を呼び込む魅力調査特別委員会

那覇市役所那覇市役所

長岡市役所長岡市役所

　平成28年４月の地震により甚大な被害を受けた熊本市では、
被害や避難の状況、今後の復興計画について調査した後、熊本
城の損傷状況等を視察しました。
　佐賀市では、内水氾濫による浸水被害軽減の目的で策定され
た「佐賀市排水対策基本計画」を調査するとともに佐賀市水防
センターを視察し、広島市では、26年８月に発生した豪雨災
害の実態と対策について調査しました。

防災対応力調査特別委員会 

　神戸市では、※1２会期制導入の経緯や定例会の運営状況等
について、横浜市では、個性ある区づくり推進費に関して協議
する区づくり推進横浜市会議員会議の開催状況等について、京
都市では、議会機能の充実・強化と、開かれた議会のより一層
の推進を目的として開催している市会改革推進委員会について
調査しました。さらに３市とも、予算・決算の審査方法につい
て調査しました。

議会運営委員会

佐賀市水防センター佐賀市水防センター

神戸市役所神戸市役所

待機児童解消に向けた取り組み
■問　待機・未入園児童の現状は。
■答　平成28年４月に729人の待
機児童数を発表し、29年２月
末までに938人の受け入れ枠を
拡大したが、申込児童数も28
年４月に比べ813人増加し、解
消は難しい状況。直近２カ年の
入園希望は年に800人超の勢い
で増え、保護者アンケートでも
多くの潜在ニーズがあることが
分かっている。
　女性が社会進出し活躍するた
めには、子育て環境の整備は不
可欠で、29年度は、幼稚園の
余裕教室等を活用した緊急一時
預かり事業や認可外保育施設の
認可化移行支援、民間保育士の
賃金上乗せの市単独補助など、
新たな取り組みを開始する。
アクションプランで持続的発展
■問　経済局を産業観光局に名称
変更するが、農業・林業・水産
業についての考えは。
■答　平成28年度に策定した「前
期中期計画」で、多彩で活力あ
る農林水産業の振興を政策とし
て掲げている。
　同時に策定した「農林水産振
興アクションプラン」では、戦
略と評価指標を定めている。農
業では新規就農サポート、担い
手の規模拡大、次世代農業支援、
基盤整備、鳥獣害対策、農村観
光など。林業では森林のレクリ
エーション利用等、水産業では
ノリの生産振興・消費拡大等に
取り組み、農林水産業の持続的
発展に努める。

空家対策推進室を設置
■問　少子高齢化により今後空き
家の増加が見込まれるが、実効
性のある対策は。
■答　持続可能な住環境の実現の
ため、本市では空き家を含む既
存住宅ストックの有効活用を推
進しており、空き家リフォーム
に対する助成を行っている。
　空き家対策については、より
効果的、効率的な実施のため、
平成29年度から空家対策推進室
を設置し、移住・定住の促進や
子育て環境の整備など、空き家
の有効活用や入居者への支援策
について、関係部局と連携しな
がら総合的に推進していきたい。
条例を制定し浸水対策を進める
■問　平成29年度に実施予定の事
業と期待される効果は。
■答　ゲリラ豪雨等に対する初期
対応の迅速化を目的に、遠隔操
作で開閉ができるよう、津島地
区のゲートの設計を行う。工事
が完成すれば、ゲート操作に必
要な時間が30分から５分程度
と大幅に短縮できる見込み。
　さらに、岡山市浸水対策の推
進に関する条例に基づき、雨水
流出の抑制の取り組み等を着実
に進めることで、将来にわたり
市民が安全に暮らすことのでき
るまちを実現していきたい。
柔軟な土地利活用を検討
■問　市街化調整区域の見直しと
土地利活用制度の改定や、市街
化区域の容積率の改定を進める
べきでは。
■答　平成29年度は、市街化調整

区域も含め、都市計画基礎調査
などにより土地利用実態の調査
分析を行うとともに、区域区分
や用途地域のあり方など、土地
利用の適正誘導に向けた検討を
行う予定。
　また、市街化区域の容積率の
改定については、都心部等で建
物利用などの調査を行う予定で、
容積率のあり方についても検討
していきたい。
中区南部や児島半島地域への
消防サービスの均衡化
■問　本市周辺部への消防車や救
急車の到着時間が遅れないよう、
早急な消防署所の適正配置や人
員体制の充実が必要では。
■答　中消防署旭東出張所は、現
在地から南方向へ移転を計画し
ており、住宅化が進んでいる国
道２号以南の中区南部や児島半
島地域への消防サービスの均衡
化を図っていきたい。
　人員については、毎年平準化
した人員確保に努め、消防署所
の適正配置と併せて、消防・救
急体制の充実を図っていきたい。

市場へのバスツアーも企画
■問　食の名所として、市場ふく
ふく通りをさらにＰＲしては。
■答　岡山市中央卸売市場を知っ
てもらうため、ふくふく通りを

5会派の代表が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

すべての代表質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。代表質問
自由民主党岡山市議団

中区赤坂本町にある中消防署旭東出張所中区赤坂本町にある中消防署旭東出張所

用語解説 ※１【２会期制】
議会が会議を行う期間を会期といい、神戸市会では年２回の会期を設け、おおむね２月中旬から６月下旬に第１回定例市会、９月中旬から
12月上旬に第２回定例市会を開催している。なお、岡山市議会では、条例で定例会の開催を年４回と定めている
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多様性のある社会実現調査特別
委員会
総務、保健福祉、環境消防水道、
経済、建設、市民文教委員会

経済委員会
議会活動に関する検討会議

岡山市へ人を呼び込む魅力調査、
防災対応力調査特別委員会
議会運営委員会
総務、保健福祉、環境消防水道、
経済、建設、市民文教委員会及び
同協議会
２月定例市議会開会
　　　　５会派による代表質問

　  27人の議員による個人質問

議会運営委員会
総務、保健福祉、環境消防水道、
経済、建設、市民文教委員会
総務、保健福祉、市民文教委員会
総務、保健福祉委員会
議会運営委員会
２月定例市議会閉会
多様性のある社会実現調査特別委員会

議会運営委員会
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OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
代表質問 代表質問

一般開放し、岡山駅前やデパー
ト等での食育イベントでリーフ
レットを配布している。※２市民
イチバデーの開催にあたっては、
ホームページ、広報紙、テレビ、
ラジオ等でＰＲを行っている。
　また、29年３月発行の外国人
向け観光パンフレットには、ふ
くふく通りが掲載される予定で、
６月には市場を訪れるバスツア
ーも旅行会社で企画されている。

市内企業の人材確保を支援
■問　平成29年度に実施する雇用
対策事業に期待することは。
■答　中学生や高校生と保護者を
対象に、市内企業の魅力や情報
を提供する事業を行う。「中高
生向け合同職場体験イベント開
催事業」では、仕事内容、技術
や特徴、製品やサービスを紹介

し、企業の魅力やそこで働くこ
とをイメージしてもらい、将来
的に就職につなげたい。
　「保護者及び若者地元企業交
流事業」では、保護者を対象に
企業を紹介するセミナーや、大
学生等と若手社員が就労経験や
就活のアドバイスなどを気軽に
話せる座談会等を開催し、市内
での就職促進につながることを
期待している。
通学区域制度弾力化を検証
■問　アンケートの検証結果等を
踏まえた方針は。制度の小学校
での廃止、中学校での継続を提
案するが考えは。
■答　平成28年12月に実施したア
ンケートでは、保護者は存続を、
地域や学校では廃止を望む声が
多かった。一方で、地域のつな
がりが薄くなるといった意見が
保護者、地域ともに多かった。
　この結果を踏まえ、29年２月
に保護者や連合町内会と学校の
各代表者に有識者を加えた意見
聴取会を実施したところ、小学
校廃止、中学校継続の案も意見
の一つとして出た。こうした意
見等を参考に、今後の方針の検

討に入っており、30年度入学者
に間に合うようにしていきたい。
地域一帯で
スマートエネルギー化を推進
■問　点ではなく面の整備を考え
るべきでは。
■答　本市では、平成21年度から
個人住宅を中心にスマートエネ
ルギー設備の助成を行ってきた
が、25年度をピークに既存住宅
への助成件数は減少傾向にある。
　一方で、住宅メーカー等によ
る新たな団地開発では、面とし
てエネルギー負荷を低減させる
動きがあり、国庫補助制度と本
市補助制度を活用した、太陽光
発電設備と※３エネファームをセ
ットにした補助などで支援する。
学校へのエアコン設置に向けた
第一歩
■問　平成29年度予算で学校空調
設備整備費の300万円を計上して
いるが、今後のスケジュールは。
■答　外部有識者等を含む検討会
議を３回程度開催し、期待され
る効果や本市の財政に与える影
響、整備範囲等について意見を
聞き、29年10月をめどに方針
を決定していきたい。

一丸となって学力の向上を
■問　教育大綱に懸けた思いと実
現に必要なことは。
■答　調査等を通じ、子どもが大
人になった際に自信をもって社
会で活躍できる素地を育めてお
らず、先生も学校現場で悩みも
がいているのではないかとの思
いに至った。このため、教育長
自らが先頭に立ち、教育委員会
が強いリーダーシップを発揮し、
すべての学校・教職員と一丸と
なって目標達成に取り組むこと

が不可欠と考える。
　また、子どもたちが自分の立
ち位置を知り、切磋琢磨するこ
とが重要であり、具体的な目標
値の設定に至った。
多様な主体で協働を推進
■問　地域の協働拠点機能の拡充
やテーマごとの事例学習の機会
など、さらなる市民協働の取り
組みは。
■答　公民館では、地域課題の解
決を図るワークショップや市民
活動の発表機会を全公民館に拡

充するなど、学びの機会を広げ、
協働コーディネート機能の強化
を図っていく。
　また、「ＥＳＤ・市民協働推
進センター」の体制強化を検討
するため、平成29年度は、住
民自治組織や市民活動団体はも
とより、さらに多様な主体によ
る協働の取り組みが促進される
よう、企業・大学等の社会貢献
活動の実態調査等を行っていく。
放課後児童健全育成事業の改善
■問　放課後児童クラブの平準化
と質の向上のための取り組みは。
■答　現在、支援員等の処遇改善
や開所日時の延長、サービスや

公明党岡山市議団

多くの人でにぎわう市場ふくふく通り多くの人でにぎわう市場ふくふく通り

１日５回、無料で実施している着付け体験１日５回、無料で実施している着付け体験

保護者負担金の平準化に取り組
んでいるが、平成29年度は、
求人広告等に要する経費の支援
や、募集チラシの作成、合同面
接会の実施を予定している。さ
らに、障がいのある児童に対す
る専任の支援員の配置を拡充す
るなど、質の向上につなげたい。
障がい者支援を強化
■問　本市の※４就労継続支援Ｂ型
事業所の工賃月額が全国平均を
下回っている。第５期障害福祉
計画に向けた目標設定が必要で
は。
■答　平成29年度は工賃の低い事
業所を対象に、経営コンサルタ
ントを活用した商品製作にかか

る経費等の見直しや販路開拓の
支援など、経営改善の支援を開
始する予定。早期に工賃月額が
全国平均に達するよう、取り組
みを強化していきたい。
岡山城で実験的な事業を検討
■問　岡山城天守閣等のあり方検
討調査から、どのような方向性
を見いだせたか。
■答　観光客は歴史展示を楽しみ
にしているが、現在の展示手法
では城全体としての特徴や歴史
的価値が十分に伝わらない。備
前焼、着付け等の体験メニュー
は好評だが、スペースの確保や
情報の発信方法が課題となって
いる。

　なお、天守閣のコンベンショ
ン利用は、ユニークで岡山城の
独自性にもつながるため、今後、
制度変更や施設整備も見据えた
実験的試行を検討したい。

おかやま創政会
教職員の負担を軽減
■問　具体的にどのような方策を
とるのか。
■答　平成29年度から教員の再任
用制度を新たに導入する予定で、
退職教員が経験を生かして教育
課題に対応することが教員の負
担軽減につながると考えている。
　また、各学校で週１日以上の
部活動休養日や教職員の定時退
校日を設定し、教育委員会が取
り組み状況を的確に把握して、
徹底を図り、教職員の働き方の
意識改革やワークライフバラン
スの実現に取り組んでいく。
かるうまレシピで健康づくり
■問　健康寿命延伸の取り組みの
成果と課題は。
■答　健幸ポイント事業では、参
加者の１日の平均歩数が約2,000
歩増加し、ＢＭＩで肥満に該当
していた人のうち約20パーセ
ントが標準値に改善した。また、
平成28年度は、かるい塩かげん
でもおいしい「かるうまレシピ

集」を作成し配布している。
　さらに、29年度は食育推進
全国大会を本市で開催し、さま
ざまな年代の市民が自らの食生
活を見直す機会となるよう、食
を通じた健康づくりの機運も盛
り上げていきたい。

岡山駅の※５デジタルサイネー
ジにバスの発車時間を表示
■問　バスロケーションシステム
の概要と導入スケジュールは。
■答　バスの車載器から送られる

現在位置情報を利用して、バス
停の表示板やインターネット配
信で運行状況を提供する。
　現在、市内の事業者では２社
が運用しており、平成28年度
内の開始に向けてさらに２社が
準備を進めている。
　本市では、各事業者のシステ
ムから運行状況データを取得し
て、岡山駅東口広場と東西連絡
通路に設置しているデジタルサ
イネージに、発車までに見込ま
れる時間を表示できるよう、ソ
フトウエアや機器の改良を行っ
ている。
町内会の備品修繕へ補助
■問　町内会の要望に対し、どの
ような助成を考えているか。
■答　平成29年２月の岡山市町内
会長等懇談会で、単位町内会の
備品についてアンケート調査を
実施した。修繕の負担が大きい
太鼓、山車、神輿、獅子舞用具、
野外掲示板、物置、テントなど
の備品の修繕要望が多いことか
ら、費用を一定程度補助する制
度を創設する予定で、詳細は早
急に決めていく。

９つのレシピを掲載している「かるうまレシピ集」９つのレシピを掲載している「かるうまレシピ集」

用語解説 ※４【就労継続支援Ｂ型事業所】
障害者自立支援法に基づく就労継続支援のための施設。一般企業への就職が困難な障がい
者に就労機会を提供するとともに、その知識と能力の向上に必要な訓練などの障害福祉サ
ービスを供与することを目的としている。Ｂ型事業所は契約を結ばない非雇用型の施設

用語解説 ※５【デジタルサイネージ】
屋外・公共空間などのあらゆる場所で、ディ
スプレイなどの電子的な表示機器を使って情
報を発信するシステムの総称

用語解説 ※２【市民イチバデー】
岡山市が全国で18番目の政令指定都市に移行したことを記念し、平成22
年度から毎月18日を市民イチバデーとして、市場ふくふく通りで旬の食
材の販売や市場の魅力を伝えるイベントなどを実施している

用語解説 ※３【エネファーム】
都市ガスやＬＰガスから取り出した水素と空気中の酸素を化
学反応させ電気を作り、さらに、発電で発生する熱を捨てず
に給湯に利用し、エネルギーをフルに活用するシステム

だ　し みこし
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代表質問 代表質問

一般開放し、岡山駅前やデパー
ト等での食育イベントでリーフ
レットを配布している。※２市民
イチバデーの開催にあたっては、
ホームページ、広報紙、テレビ、
ラジオ等でＰＲを行っている。
　また、29年３月発行の外国人
向け観光パンフレットには、ふ
くふく通りが掲載される予定で、
６月には市場を訪れるバスツア
ーも旅行会社で企画されている。

市内企業の人材確保を支援
■問　平成29年度に実施する雇用
対策事業に期待することは。
■答　中学生や高校生と保護者を
対象に、市内企業の魅力や情報
を提供する事業を行う。「中高
生向け合同職場体験イベント開
催事業」では、仕事内容、技術
や特徴、製品やサービスを紹介

し、企業の魅力やそこで働くこ
とをイメージしてもらい、将来
的に就職につなげたい。
　「保護者及び若者地元企業交
流事業」では、保護者を対象に
企業を紹介するセミナーや、大
学生等と若手社員が就労経験や
就活のアドバイスなどを気軽に
話せる座談会等を開催し、市内
での就職促進につながることを
期待している。
通学区域制度弾力化を検証
■問　アンケートの検証結果等を
踏まえた方針は。制度の小学校
での廃止、中学校での継続を提
案するが考えは。
■答　平成28年12月に実施したア
ンケートでは、保護者は存続を、
地域や学校では廃止を望む声が
多かった。一方で、地域のつな
がりが薄くなるといった意見が
保護者、地域ともに多かった。
　この結果を踏まえ、29年２月
に保護者や連合町内会と学校の
各代表者に有識者を加えた意見
聴取会を実施したところ、小学
校廃止、中学校継続の案も意見
の一つとして出た。こうした意
見等を参考に、今後の方針の検

討に入っており、30年度入学者
に間に合うようにしていきたい。
地域一帯で
スマートエネルギー化を推進
■問　点ではなく面の整備を考え
るべきでは。
■答　本市では、平成21年度から
個人住宅を中心にスマートエネ
ルギー設備の助成を行ってきた
が、25年度をピークに既存住宅
への助成件数は減少傾向にある。
　一方で、住宅メーカー等によ
る新たな団地開発では、面とし
てエネルギー負荷を低減させる
動きがあり、国庫補助制度と本
市補助制度を活用した、太陽光
発電設備と※３エネファームをセ
ットにした補助などで支援する。
学校へのエアコン設置に向けた
第一歩
■問　平成29年度予算で学校空調
設備整備費の300万円を計上して
いるが、今後のスケジュールは。
■答　外部有識者等を含む検討会
議を３回程度開催し、期待され
る効果や本市の財政に与える影
響、整備範囲等について意見を
聞き、29年10月をめどに方針
を決定していきたい。

一丸となって学力の向上を
■問　教育大綱に懸けた思いと実
現に必要なことは。
■答　調査等を通じ、子どもが大
人になった際に自信をもって社
会で活躍できる素地を育めてお
らず、先生も学校現場で悩みも
がいているのではないかとの思
いに至った。このため、教育長
自らが先頭に立ち、教育委員会
が強いリーダーシップを発揮し、
すべての学校・教職員と一丸と
なって目標達成に取り組むこと

が不可欠と考える。
　また、子どもたちが自分の立
ち位置を知り、切磋琢磨するこ
とが重要であり、具体的な目標
値の設定に至った。
多様な主体で協働を推進
■問　地域の協働拠点機能の拡充
やテーマごとの事例学習の機会
など、さらなる市民協働の取り
組みは。
■答　公民館では、地域課題の解
決を図るワークショップや市民
活動の発表機会を全公民館に拡

充するなど、学びの機会を広げ、
協働コーディネート機能の強化
を図っていく。
　また、「ＥＳＤ・市民協働推
進センター」の体制強化を検討
するため、平成29年度は、住
民自治組織や市民活動団体はも
とより、さらに多様な主体によ
る協働の取り組みが促進される
よう、企業・大学等の社会貢献
活動の実態調査等を行っていく。
放課後児童健全育成事業の改善
■問　放課後児童クラブの平準化
と質の向上のための取り組みは。
■答　現在、支援員等の処遇改善
や開所日時の延長、サービスや

公明党岡山市議団

多くの人でにぎわう市場ふくふく通り多くの人でにぎわう市場ふくふく通り

１日５回、無料で実施している着付け体験１日５回、無料で実施している着付け体験

保護者負担金の平準化に取り組
んでいるが、平成29年度は、
求人広告等に要する経費の支援
や、募集チラシの作成、合同面
接会の実施を予定している。さ
らに、障がいのある児童に対す
る専任の支援員の配置を拡充す
るなど、質の向上につなげたい。
障がい者支援を強化
■問　本市の※４就労継続支援Ｂ型
事業所の工賃月額が全国平均を
下回っている。第５期障害福祉
計画に向けた目標設定が必要で
は。
■答　平成29年度は工賃の低い事
業所を対象に、経営コンサルタ
ントを活用した商品製作にかか

る経費等の見直しや販路開拓の
支援など、経営改善の支援を開
始する予定。早期に工賃月額が
全国平均に達するよう、取り組
みを強化していきたい。
岡山城で実験的な事業を検討
■問　岡山城天守閣等のあり方検
討調査から、どのような方向性
を見いだせたか。
■答　観光客は歴史展示を楽しみ
にしているが、現在の展示手法
では城全体としての特徴や歴史
的価値が十分に伝わらない。備
前焼、着付け等の体験メニュー
は好評だが、スペースの確保や
情報の発信方法が課題となって
いる。

　なお、天守閣のコンベンショ
ン利用は、ユニークで岡山城の
独自性にもつながるため、今後、
制度変更や施設整備も見据えた
実験的試行を検討したい。

おかやま創政会
教職員の負担を軽減
■問　具体的にどのような方策を
とるのか。
■答　平成29年度から教員の再任
用制度を新たに導入する予定で、
退職教員が経験を生かして教育
課題に対応することが教員の負
担軽減につながると考えている。
　また、各学校で週１日以上の
部活動休養日や教職員の定時退
校日を設定し、教育委員会が取
り組み状況を的確に把握して、
徹底を図り、教職員の働き方の
意識改革やワークライフバラン
スの実現に取り組んでいく。
かるうまレシピで健康づくり
■問　健康寿命延伸の取り組みの
成果と課題は。
■答　健幸ポイント事業では、参
加者の１日の平均歩数が約2,000
歩増加し、ＢＭＩで肥満に該当
していた人のうち約20パーセ
ントが標準値に改善した。また、
平成28年度は、かるい塩かげん
でもおいしい「かるうまレシピ

集」を作成し配布している。
　さらに、29年度は食育推進
全国大会を本市で開催し、さま
ざまな年代の市民が自らの食生
活を見直す機会となるよう、食
を通じた健康づくりの機運も盛
り上げていきたい。

岡山駅の※５デジタルサイネー
ジにバスの発車時間を表示
■問　バスロケーションシステム
の概要と導入スケジュールは。
■答　バスの車載器から送られる

現在位置情報を利用して、バス
停の表示板やインターネット配
信で運行状況を提供する。
　現在、市内の事業者では２社
が運用しており、平成28年度
内の開始に向けてさらに２社が
準備を進めている。
　本市では、各事業者のシステ
ムから運行状況データを取得し
て、岡山駅東口広場と東西連絡
通路に設置しているデジタルサ
イネージに、発車までに見込ま
れる時間を表示できるよう、ソ
フトウエアや機器の改良を行っ
ている。
町内会の備品修繕へ補助
■問　町内会の要望に対し、どの
ような助成を考えているか。
■答　平成29年２月の岡山市町内
会長等懇談会で、単位町内会の
備品についてアンケート調査を
実施した。修繕の負担が大きい
太鼓、山車、神輿、獅子舞用具、
野外掲示板、物置、テントなど
の備品の修繕要望が多いことか
ら、費用を一定程度補助する制
度を創設する予定で、詳細は早
急に決めていく。

９つのレシピを掲載している「かるうまレシピ集」９つのレシピを掲載している「かるうまレシピ集」

用語解説 ※４【就労継続支援Ｂ型事業所】
障害者自立支援法に基づく就労継続支援のための施設。一般企業への就職が困難な障がい
者に就労機会を提供するとともに、その知識と能力の向上に必要な訓練などの障害福祉サ
ービスを供与することを目的としている。Ｂ型事業所は契約を結ばない非雇用型の施設

用語解説 ※５【デジタルサイネージ】
屋外・公共空間などのあらゆる場所で、ディ
スプレイなどの電子的な表示機器を使って情
報を発信するシステムの総称

用語解説 ※２【市民イチバデー】
岡山市が全国で18番目の政令指定都市に移行したことを記念し、平成22
年度から毎月18日を市民イチバデーとして、市場ふくふく通りで旬の食
材の販売や市場の魅力を伝えるイベントなどを実施している

用語解説 ※３【エネファーム】
都市ガスやＬＰガスから取り出した水素と空気中の酸素を化
学反応させ電気を作り、さらに、発電で発生する熱を捨てず
に給湯に利用し、エネルギーをフルに活用するシステム

だ　し みこし
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個人質問

受援計画策定で防災対応を強化
■問　平成28年度中に国土強靭化
地域計画が策定されるが、その
中で受援計画は策定するのか。
■答　発災時の災害対応に必要な
人的・物的資源の不足を補うた
め、外部からの支援を受け入れ
る必要があり、手順や役割分担
を明確化するなど、受援に必要
な体制を整備する必要がある。   
　策定を進めている、岡山市国
土強靭化地域計画では、業務継
続に必要な人員の確保や実効性
の高い相互応援体制の構築を図
ることとしている。応援を迅速
かつ効率的に受け入れるための
受援計画は、29年度内をめど
に策定したい。

薬局と連携した在宅ケア
■問　※７岡山市認定在宅介護対応
薬局事業の成果や課題を検証し、
本市がなすべきことを探るべき
では。
■答　本事業は、岡山市薬剤師会
と連携して取り組んでおり、医
師・看護師等と協力しながら在
宅療養を支える素地は出来つつ
ある。一方で、十分な訪問活動
に結びついていないため、広報
紙・ホームページでの周知や、
認定薬局が掲載された地図情報
を在宅医療・介護に関する専門
職向けの研修会等で配布するこ
とで、市民や医師・看護師等に
役割を認知してもらえるよう、
市薬剤師会と協働しながら努力
している。
　今後は、中学校区等の身近な

地域で、認定薬局と医師・看護
師等とのマッチングの場を作る
など、在宅ケアにつながる取り
組みを進めていきたい。

救急相談ダイヤル「※８＃7119」
■問　総務省消防庁も普及を目指
しており、本市でも導入を検討
しては。
■答　導入するための課題として
は、実施圏域の調整や24時間
365日対応する医師・看護師等
の相談員の確保、費用対効果の
分析などが挙げられる。　
　今後、本市の保健福祉局と消
防局が連携して、岡山県等関係
者の意見も聞きながら、先行自
治体の導入事例を参考に調査・
研究していきたい。

家庭系ごみの減量化
■問　ごみの減量を進める新たな
対策は。

■答　改定中の「ごみ処理基本計
画」では、家庭系可燃ごみの約
40パーセントを占める生ごみ
に注目し、堆肥化事業や食品ロ
ス削減啓発事業など、具体的な
減量施策を盛り込んでいる。
　また、分別啓発を目的として、
平成28年９月に発表したごみ
分別アプリは、既に１万人に利
用されている。
　今後も市民と一体で※９４Ｒの
取り組みを進め、平成27年度
に13万3,000トン排出されてい
る家庭系ごみを、37年度には
11万8,000トンまで削減したい。

平成30年度までに
危険性の高い用水路に安全対策
■問　危険箇所の整備はいつまで
に完了するのか。
■答　一斉点検により危険箇所と
して把握した約2,500カ所のう
ち、危険性が高い約950カ所は
平成30年度までに完了させる。
　その後、この２年間の重点的
な対策の効果を確認し、残り約
1,600カ所の優先度と対策期間
など、整備方針を定めたい。ま
た、町内会などから新たに要望
があった場合も、危険度に応じ
て必要な対策を講じていきたい。

27人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。個人質問

転落防止柵を設置した用水路転落防止柵を設置した用水路

「たまりば」での相談支援研修「たまりば」での相談支援研修

OKAYAMA CITY COUNCIL
代表質問

平成29年４月から始まる
※６総合事業
■問　今まで利用していた予防や
介護のサービスをケアプランに
位置付けないと利用できないの
は後退ではないか。
■答　総合事業移行後は、介護予
防給付相当の通所、訪問サービ
スに加えて、基準を緩和したサ
ービスも提供することにしてお
り、選択肢が増え、よりニーズ
にあったサービスが提供できる
ことになる。
　なお、これまで同様、ケアマ
ネジャーが介護状況等を踏まえ
たケアプランを作成することと
しており、サービスは後退しな
いと考えている。
支援に取り組む団体を対象に
ネットワークづくり
■問　子ども食堂の開設に、市と
して情報提供やコーディネート
機能を持つべきでは。

■答　平成29年度から、困難を抱
える子ども、家庭への支援に取
り組む各団体を対象としたネッ
トワークづくりを支援していき
たい。併せて、このネットワー
クを活用して、支援を必要とす
る子どもや家族と団体をつない
でいく仕組みづくりに努める。

安定した教員の採用
■問　平成29年４月に県費負担か
ら市費負担になる。正規教員を
増やす必要があるのでは。
■答　継続した研修を行うことで、

資質向上を計画的に図っていけ
ることから、正規教員を増やす
必要があると認識している。
　今後は、教員の質の担保や年
齢構成の平準化を図りながら、
急激に採用数を増やすのではな
く、児童・生徒数などの動向も
踏まえ、安定した採用を行って
いきたい。
認可外保育施設への
補助金を拡充
■問　認可保育園の増設などが急
務だが、認可外保育施設利用者
への補助も現実的な支援策では。
■答　待機児童が多く発生してい
る現状では、認可外保育施設は
保育の受け皿の一つになってい
ると考えている。
　まずは保護者が安心して子ど
もを預けることができるよう、
現在の登録保育施設補助金を拡
充し、補助要件である保育士の
割合３分の１を上回る、２分の
１で保育の充実を図っていく園
に対して、補助金の増額を行い
たい。

障がい者の一般就労促進と
職場定着の取り組み
■問　取り組みの成果は。
■答　障害者一般就労支援事業で
は、本市主催の就職面接会で、平
成27年度は15人、28年度は第１
回目で26人が就職に結びついた。

職場定着支援事業では、働く障
がい者の交流拠点「たまりば」
を設置し、相談支援や働く障が
い者が交流することで職場への
定着を目指している。27年度末
で56人、28年12月末で83人と利
用登録が増加し、離職者は３人
のみと一定の効果をあげている。
広報紙「市民のひろばおかやま」
でより効果的な情報発信
■問　４区ごとに編集しては。
■答　区ごとの広報紙作成は、区
に限定した情報発信の必要性や
内容、費用増、配布方法など課
題も多いため、引き続き現状の
「市民のひろばおかやま」の中

で、より市民に密着した情報発
信を図る。また、効果的な発信
方法も各区と協議していきたい。
里親委託の推進
■問　取り組み状況は。
■答　平成27年３月に岡山県とと
もに策定した岡山県家庭的養護
推進計画で、里親等委託率の目
標を41年度末で33.5パーセン
トとしているのに対し、27年
度末で13.3パーセントだった。
28年度は、制度説明会の回数
を増やし、里親制度の普及啓発
活動に取り組んだところ、28
年度内に16組27人が里親に登
録予定で、新たに４人の児童を
里親に委託している。今後も、
関係機関・団体と連携し、里親
委託をより一層推進していく。

市民ネット

日本共産党岡山市議団

岡山市ごみ分別アプリは、AppStoreや
GooglePlayで無料で入手可能です
岡山市ごみ分別アプリは、AppStoreや
GooglePlayで無料で入手可能です

健康・暮らし Health　
Life

Health　
Life

用語解説 ※７【岡山市認定在宅介護対応薬局事業】
在宅医療に関心を持ち、積極的に訪問して薬学的管理指導を行う薬局・薬剤師を増やすことを目的
に、所定の認定要件を満たした薬剤師が所属する薬局を「岡山市認定在宅介護対応薬局」に認定し、
気軽に在宅医療の相談や訪問に応じる薬局として周知を図り、薬局の活用を促進することを目指す

用語解説 ※８【救急相談ダイヤル「＃7119」】
救急車を呼んだ方がいいのか、すぐに病院へ行った方がいい
のか判断に困るような病気やけがをした際に、緊急性の有無
や応急手当の方法、適切な医療機関等を案内する相談窓口

用語解説  ※６【総合事業】
「介護予防・日常生活支援総合事業」の通称。高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を続けられるよう地域全体で高齢者を支えるとともに、
高齢者自身も自らの持つ能力を生かして要介護状態となることを予防するための仕組みとして、介護保険制度において創設された
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